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南アルプスと歌舞伎の里
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〒399-3502 長野県下伊那郡大鹿村大字大河原354　ホームページアドレス　http://www.vill.ooshika.nagano.jp　電子メールアドレス　info@vill.ooshika.lg.jp
人口 899人（－8）／男 439人（－4）／女 460人（－4）／世帯数 465戸（－2）　令和5年5月１日現在　※（ ）内は前月比 ◇印刷／龍共印刷株式会社

おしらせ版 No.318 広報バックナンバーを
村のホームページから

ご覧になれます。

　令和３年度『ふるさと大鹿応援寄付金』を募集し
ましたところ、全国の皆様から335件、総額554万円
にも及ぶご寄付をいただきましたことに深く感謝を
申し上げます。

　皆様からいただいた寄付金につきましては、令和４年度で実施したそれぞれの事業へ経費を
除いた金額を使わせていただきましたのでお知らせします。

 ふるさと納税 

ふるさと大鹿応援寄付金報告

　また、令和４年度で
は、126件、313万円の
ご寄付をいただきまし
た。令和４年度中に皆
様からお寄せいただい
た寄付金は、経費を除
いた金額を、一旦「ふ
るさとづくり基金」に
積み立て、令和５年度
に実施する事業に当て
させていただきます。

取組み内容 使　　途 寄附金充当額（円）
（事業費（円））

１
「日本で最も美しい村」
づくり（景観・環境）に
関する事業

景観整備活動事業 955,000
 ︵9,902,000︶

２ 森林整備、水源かん養
に関する事業

森林造成事業
（間伐・枝打ち等）

325,000
 ︵2,732,376︶

３ 教育の推進及び文化の
保全に関する事業

小中学校就学援助
給食費補助

272,500
︵4,879,070︶

４ 福祉に関する事業 高齢者見守り支援 397,500
︵2,108,378︶

５ その他の目的のために
村長が認めた事業 観光施設整備 820,000

︵4,836,700︶

寄付金活用事業 寄付金額（円） 予定事業

１
「日本で最も美しい村」
づくり（景観・環境）に関
する事業

1,130,000 河川清掃及び草刈作業費
景観整備活動事業

２ 森林整備、水源かん養に
関する事業 235,000 森林造成事業

（間伐・枝打ち等）

３ 教育の推進及び文化の保
全に関する事業 1,120,000 大鹿歌舞伎

歌舞伎保存事業
４ 福祉に関する事業 320,000 高齢者見守り支援事業

５ その他の目的のために村
長が認めた事業 334,000 消防団活動支援事業

～診療所からのお知らせ～　かぜ症状で受診希望の方は診療所へご連絡ください　 39ー2111

日本で最も美しい推進本部
開催状況

景観整備活層実施状況
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令
和
３
年
度

財
務
書
類
を
公
表
し
ま
す

　

令
和
３
年
度
の
決
算
を
、
総
務
省

が
示
し
た
「
統
一
的
な
基
準
」
に
基

づ
く
財
務
４
表（
賃
借
対
照
表
、
行

政
コ
ス
ト
計
算
書
、
純
資
産
変
動
計

算
書
、
資
金
収
支
計
算
書
）で
作
成

し
ま
し
た
。

　

村
が
保
有
す
る
資
産
や
負
債
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
経
費
等
を
わ
か

り
や
す
く
、「
発
生
主
義
」「
複
式
簿

記
」
に
よ
り
作
成
し
て
い
ま
す
。

●
賃
借
対
照
表（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）

　

村
が
保
有
し
て
い
る
財
産（
資
産
）

と
、
そ
の
資
産
を
ど
の
よ
う
な
財
源

（
負
債
・
純
資
産
）で
賄
っ
て
き
た
か

を
総
括
的
に
対
照
し
た
一
覧
表
で

す
。

　

財
産
や
負
債
、
こ
れ
ま
で
の
資
産

形
成
の
結
果
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

村
の
資
産
は
２
２
３
・
６
億
円
で

す
。
ろ
く
べ
ん
館
の
改
修
や
公
共
施

設
の
空
調
整
備
等
に
よ
り
固
定
資
産

が
増
え
前
年
度
よ
り
約
１
億
円
増
加

し
ま
し
た
。
有
形
固
定
資
産
で
は
、

道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
資
産
は
減
価
償

却
に
よ
り
昨
年
よ
り
２
億
円
少
な
い

（単位：千円）

科目名 金額 科目名 金額

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 21,055,149 固定負債 1,952,149

　有形固定資産 19,319,734 　地方債 1,519,184

　　事業用資産 9,898,221 　長期未払金 -

　　インフラ資産 9,082,297 　退職手当引当金 393,589

　　物品 789,452 　損失補償等引当金 -

　無形固定資産 - 　その他 39,376

　投資その他の資産 1,735,415 流動負債 294,819

　　投資及び出資金 42,154 　１年内償還予定地方債 261,318

　　長期延滞債権 100 　賞与等引当金 18,084

　　長期貸付金 1,910 　預り金 7,142

　　基金 1,683,161 　その他 8,274

　　その他 10,000 負債合計 2,246,967

　　徴収不能引当金 -1,910 【純資産の部】

流動資産 1,300,065 　固定資産等形成分 22,193,887

　現金預金 160,797 　余剰分（不足分） -2,085,641
　未収金 537

　基金 1,138,739

　棚卸資産 -

　その他 -

　徴収不能引当金 -8 純資産合計 20,108,246

資産合計 22,355,214 負債及び純資産合計 22,355,214

は
昨
年
と
同
程
度
の
２
０
１
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

91
億
円
で
し
た
が
、
立
木
竹
が
約

56
億
円
、
建
物
工
作
物
で
約
35
億
円

と
な
っ
て
お
り
、
広
大
な
面
積
と
山

林
を
抱
え
る
大
鹿
村
の
特
徴
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
固
定
資
産
は

今
後
も
維
持
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
世
代
が
負
担
す
る
金

額
は
２
２
・
５
億
円（
前
年
度
比
０
・

９
億
円
増
）で
あ
り
、
そ
の
大
部
分

は
地
方
債
で
す
。

　

純
資
産
は
、
道
路
や
建
物
等
の
整

貸借対照表
（令和４年３月３１日現在）

備
の
財
源
と
し
て
受
け
た
国
や
県
の

補
助
金
や
、
税
金（
地
方
税
）な
ど
の

総
額
で
現
在
ま
で
の
世
代
が
負
担
し

て
き
た
金
額
で
す
。
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●
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

　

１
年
間
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
う

ち
、
福
祉
活
動
や
ご
み
収
集
等
の
資

産
形
成
に
結
び
つ
か
な
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
の
に
、
ど
の
く
ら

い
の
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い
る
の
か

を
表
し
た
も
の
で
す
。

　
「
経
常
費
用
」
か
ら
「
経
常
収
益
」

を
差
し
引
い
た
「
純
経
常
行
政
コ
ス

ト
」
が
、
村
税
や
地
方
交
付
等
の
一

●
純
資
産
変
動
計
算
書

　

賃
借
対
照
表
の
純
資
産
が
１
年
間

に
ど
の
よ
う
に
変
動
し
た
の
か
を
表

●
資
金
収
支
計
算
書

　

賃
借
対
照
表
の
現
金
が
１
年
間
で

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
、
業

務
活
動
、
投
資
活
動
、
財
務
活
動
の

行政コスト計算書

資金収支計算書

純資産変動計算書

（単位：千円）
科目名 金額 科目名 金額

経常費用 2,060,801 経常収益 67,941
　業務費用 1,568,386 　使用料及び手数料 22,238
　　人件費 329,235 　その他 45,703
　　物件費等 1,229,972 純経常行政コスト 1,992,861
　　その他の業務費用 9,179 　臨時損失 187,464
　移転費用 492,415 　　災害復旧事業費 181,632
　　補助金等 282,053 　　資産除売却損 4,683
　　社会保障給付 95,416 　　その他 1,149
　　他会計への繰出金 113,447 　臨時利益 770
　　その他 1,500 　　資産売却益 770

純行政コスト 2,179,554

（単位：千円）
科目名 金額 科目名 金額

【業務活動収支】 【財務活動収支】
　業務支出 1,371,332 　財務活動支出 197,550
　業務収入 2,072,231 　財務活動収入 260,426
　臨時支出 181,632 財務活動収支 62,876
　　災害復旧事業費支出 181,632 本年度資金収支額 5,303
　臨時収入 74,979 前年度末資金残高 148,351
業務活動収支 594,245 本年度末資金残高 153,654

【投資活動収支】
　投資活動支出 803,942 本年度末歳計外現金残高 7,142
　投資活動収入 152,123 本年度末現金預金残高 160,797
投資活動収支 -651,818

（単位：千円）
科目名 金額

前年度末純資産残高 20,075,159
　純行政コスト（△） -2,179,554
　財源 2,210,732
　　税収等 1,625,715
　　国県等補助金 585,017
　本年度差額 31,178
　固定資産等の変動
　　　　　　（内部変動）
　資産評価差額 -
　無償所管換等 1,910
　その他 0
　本年度純資産変動額 33,088
本年度末純資産残高 20,108,246

般
財
源
で
賄
わ
れ
る
費
用
と
な
り
ま

す
。
令
和
２
年
度
と
比
較
し
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関
連
補
助

金
の
減
少
に
よ
り
、
移
転
費
用
が
前

年
比
１
億
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。

空
調
設
備
の
整
備
等
に
よ
り
約
６
・

５
億
円
不
足
し
ま
し
た
。
令
和
３
年

度
資
金
収
支
は
５
百
万
円
の
黒
字
と

な
り
、
前
年
度
末
資
金
残
高
と
あ
わ

せ
て
３
年
度
末
資
金
残
高
は
約
１
・

５
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

は
昨
年
と
同
程
度
の
２
０
１
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

３
つ
に
区
分
し
収
支
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
業

務
活
動
収
支
は
約
５
・
９
億

円
余
剰
が
あ
り
ま
し
た
が
、

公
共
施
設
整
備
等
の
資
産
形

成
等
に
係
る
投
資
活
動
収
支

及
び
地
方
債
の
返
済
等
に
係

る
財
務
活
動
収
支
は
、
ろ
く

べ
ん
館
整
備
や
公
共
施
設
の

し
た
も
の
で
す
。

　

純
資
産
の
減
少
は
、
行

政
コ
ス
ト
が
多
く
か
か
っ

た
り
、
資
産
の
増
加
よ
り

負
債
の
増
加
が
多
か
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
末
の
純
資
産
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　４月19日（水）定例会が行われました。今回審議された案件
は、基盤法第18条第１項に基づく、農地利用集積計画（大河
原１件、鹿塩１件　合計２件）です。厳正なる審議の結果、
承認されました。
　農業委員会では、農地の売買、賃借などの権利設定の審議
も行います。農地の売買等で、当事者間で契約を結んだとし
ても、農業委員会を通さずに行った場合は無効となります。
　また、所有地だからといって、むやみに農地を転用（例：

農業委員会だより
今回承認された利用権
（Ｒ5.4.24公告分）

地区 利用権 件数

大河原 賃借権 1

鹿　塩 賃借権 1

住まいの建築、ビニールハウスの設置、畦畔の撤去）することはできません。許可なく転用を行っ
た場合は違反転用となり、罰則の適用になりますので、ご注意ください。
　農地の件でお困りのことがございましたら、いつでもご相談ください。

大鹿村議会の構成が決まりました
　４月に執行した村議会議員一般選挙後、初めての議会となる大鹿村議会第１回臨時会を
５月８日に開催しました。
　臨時会においては下表のとおり正副議長及び委員会構成が決定されました。

大鹿村議会構成表
議 　 長 河　本　明　代 副 議 長 田　代　久　夫

常任委員会 8名全員
総務社教常任委員長 伊　波　ゆかり 副 委 員 長 加　藤　哲　夫
産業建設常任委員長 松　澤　武　裕 副 委 員 長 秋　山　光　夫
委 　 　 員 田　代　久　夫 委 　 　 員 齋　藤　栄　子
委 　 　 員 宮　崎　純　平 委 　 　 員 河　本　明　代

議会運営委員会
委 員 長 田　代　久　夫 副 委 員 長 伊　波　ゆかり
委 員 松　澤　武　裕 委 員 加　藤　哲　夫
委 員 秋　山　光　夫 オ ブ ザ ー バ ー 河　本　明　代

南信州広域連合議会議員
議 　 　 員 河　本　明　代

下伊那北部総合事務組合議員
議 　 　 員 河　本　明　代 議 　 　 員 田　代　久　夫

国民健康保険運営協議会委員
総 務 社 教 伊　波　ゆかり 総 務 社 教 加　藤　哲　夫

大鹿村国民健康保険条例第2条第3号（公益を代表する委員）
大鹿村営水道運営協議会委員

産 業 建 設 松　澤　武　裕 産 業 建 設 秋　山　光　夫
大鹿村営水道運営協議会条例第3条第2項第1号（村議会で推薦する者）

森林・林業・林産業活性化促進議員連盟　大鹿地区
会 　 　 長 松　澤　武　裕 副 会 長 秋　山　光　夫

リニア連絡協議会
委 員 伊　波　ゆかり 委 員 河　本　明　代
※表順は、正副及び議席順となります。

令和5年5月8日 現在
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営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

お
知
ら
せ

　

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
営
農

に
関
す
る
相
談
・
技
術
指
導
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

下
さ
い
。

◯
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

　

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
【
役
場　

産
業
建
設
課
】

　

３
９
︱
２
０
０
１
㈹

　

ま
で
お
電
話
下
さ
い
。

◯相談できる日（５月～６月）
月 火 水 木 金

5/15 16 17 18 19
22 23 26
29 30 31 6/1 2
5 6 7 8 9
12 13 14 15 16

相談可能時間：午前９時～午後３時まで
※相談可能日・時間は変更となる場合があります。

人
形
劇
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

昨
年
に
引

き
続
き
、
劇

団
バ
ク
に
よ

る
人
形
劇
が

左
記
の
通
り

開
催
さ
れ
ま

す
。

○
日
時　

5
月
20
日（
土
）

　

午
後
1
時　

開
場

　

午
後
1
時
30
分　

開
演

○
場
所

　

大
鹿
村
交
流
セ
ン
タ
ー 

ホ
ー
ル

○
入
場
料　

無
料

○
内
容

劇
団
バ
ク
に
よ
る
等
身
大
の
人
形

劇
で
す
。
お
話
は
、
昔
話
の
「
花

咲
か
じ
い
さ
ん
」
を
演
じ
ま
す
。

○
申
し
込
み　

5
月
18
日（
木
）ま
で

＊
感
染
症
対
策
の
た
め
体
調
が
悪
い

方
、
家
族
等
で
感
染
が
疑
わ
れ
る

方
が
い
る
場
合
は
参
加
を
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

＊
感
染
予
防
用
マ
ス
ク
は
、
一
律
の

着
用
を
求
め
ま
せ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

の
判
断
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
っ
て
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
に

神
崎
あ
さ
子
さ
ん
が
再
任

さ
れ
ま
し
た

　

任
期
は
令
和
７
年
３
月
３１
日
ま
で

の
２
年
で
す
。

〇
令
和
５
年
度
よ
り
行
政
相
談
は
、

「
く
ら
し
の
こ
ま
り
ご
と
相
談
」

と
し
て
、
奇
数
月
の
第
二
火
曜
日

（
午
前
９
時
～
１０
時
１５
分
）に
役
場

相
談
室
で
開
催
し
ま
す
。
こ
の
ほ

か
相
談
の
あ
る
方
は
、
随
時
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
役
場
総
務
課
行

政
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
活
動
し
て
い
ま

す
。
く
ら
し
に
関
す
る
あ
な
た
の

声
を
行
政
に
届
け
ま
す
。
困
っ
た

と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

※
「
く
ら
し
の
こ
ま
り
ご
と
相
談
」

は
、
行
政
相
談
委
員
と
民
生
児
童

委
員
の
二
人
で
対
応
い
た
し
ま

す
。

村税・料金 納付のお知らせ  毎月の料金 　◦保育料　◦介護保険料　◦住宅料　◦水道料
  　　　　　　◦後期高齢者医療保険料　◦その他利用料等　

 ５ 月の口座振替  ５月２５日（木）　 納付書納期限  ５月３１日（水）
 ６ 月の口座振替  ６月２6日（月）　 納付書納期限  ６月３０日（金）
★引き落とし日の前営業日までに口座をご確認ください。
★納付書納付は、最寄りの金融機関又は役場会計にてお願いします。

課税月
税目（期） ４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １０月 １１月 １２月 １ 月 ２ 月 ３ 月 備考

住民税普通徴収 １ ２ ３ ４ 年４回
固 定 資 産 税 １ ２ ３ ４ 年４回
軽 自 動 車 税 １ 年１回
国民健康保険税 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 毎　月

5月はここ!! 6月はここ!!
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安康露頭北口歩道が通れるようになりました！
　安康露頭の歩道は、2020年の豪雨で流されてしまい、昨年度まで
は、南口のみ応急処置として道標を設置しておりましたが、北口に
ついても、安全に通れるルートを確保できたことから、道標やピン
クテープを設置して、通行可能となりました。かつて、河原近くに
設置されていた解説版につきましては、再設置しても再び増水時に
流されてしまう可能性があることから、北口南口の入口に既設の看
板「安康露頭周辺マップ」を更新し、解説版の内容も盛り込むこと
で対応する予定です。(宮崎)

写真1　安康露頭の北口・南口
歩道に道標を設置しました。


